
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

豪雨災害対応防災訓練を実施します 

 風水害に対する災害対応手順の習熟を図り、市町村、国、自衛隊、電力会社等関係機関

との連携を強化することを目的に、標記訓練を実施します。 

 

１ 日時及び場所 

 令和３年６月３日（木） ８：３０～１２：００ 

（１） 8：30～11：30  情報集約、避難情報発令訓練（県庁４階災害情報集約センター、防災課執務室） 

（２）11：30～12：00 災害対策本部員会議運営訓練（県庁４階特別会議室） 

 

２ 参加者 

県、県警、全市町村、岐阜地方気象台、木曽川上流河川事務所、木曽川下流河川事務所、 

庄内川河川事務所、陸上自衛隊第３５普通科連隊、中部電力パワーグリッド株式会社、 

三菱自動車工業株式会社グループ、株式会社ドコモＣＳ東海、株式会社岐阜放送、 

株式会社エフエム岐阜、一般社団法人岐阜県建設業協会 

 

３ 訓練概要 

＜訓練のポイント＞ 

（１）情報集約、避難情報発令訓練 

  ① 災害対策基本法改正を踏まえた避難情報の発令手順の確認 

  ② コロナ禍における住民避難対策の確認 

  ③ 令和２年７月豪雨災害検証結果に基づく対応策の確認 

（２）災害対策本部員会議運営訓練 

 

  

令和３年６月１日（火） 岐阜県発表資料 

担当課 担 当 係 担 当 者 電話番号 

防災課 
防災対策監 

災害対策係 

池田 

奥村 

内線2744 直通058-272-1124 

      FAX 058-271-4119 

河川課 
管理調整監 

維持係 

野原 

川口 

内線3731 直通058-272-8603 

           FAX 058-278-2753 

砂防課 
管理調整監 

企画係 

間野 

松井 

内線3742 直通058-272-8621 

           FAX 058-278-2755 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他 

 当日、大規模災害等が発生し、又は発生するおそれのある場合は、訓練を中止します。 

 

＜訓練想定＞ 

 新型コロナウイルス感染症に対する警戒が継続するなか、梅雨前線により数日前から県下全域に雨

が降り続いており、県は市町村や関係機関と連携して情報収集にあたっている。また、さらなる雨の

影響で土砂崩れの発生が懸念される状況である。 

＜訓練の内容＞ 

（１）市町村等と連携した情報伝達・集約訓練 

＜ ① 災害対策基本法改正を踏まえた避難情報の発令手順の確認 ＞ 

・災害対策基本法改正を踏まえた風水害ﾀｲﾑﾗｲﾝに基づく市町村長等への助言や避難情報発令 

＜ ② コロナ禍における住民避難対策の確認 ＞ 

・避難情報発令を見据えた、早めの避難所開設準備のタイミングの確認 

・物資支援ニーズの把握及び不足が見込まれる際の県の支援 

・県避難所運営ガイドラインに基づく市町村による分散避難状況の把握・報告 

・デジタル技術を活用した避難者情報把握の実証実験（６月２７日（日）下呂市と連携訓練実施） 

＜ ③ 令和２年７月豪雨災害検証結果に基づく対応策の確認 ＞ 

・コロナ禍における災害ボランティアの受入れ方針の徹底 

・要配慮者利用施設と市町村との情報連絡体制及び避難状況の確認 

・県孤立集落対策指針に基づく孤立状況の把握及び孤立者への支援 

・県域エリア放送局に対する住民の避難行動につながる放送要請 

＜ その他 ＞   

・新被害情報集約システムによる情報伝達・集約 

・コロナ禍に対応した市町村への情報連絡員の派遣及び情報伝達・集約 

  ・大規模停電時における電力会社との連絡体制の確立及び自動車メーカー、通信事業者への資機 

材派遣要請手順の確認 

・県から建設業協会への排水ポンプ車運用要請及び現地における排水ポンプ車操作手順の確認 

（２）災害対策本部員会議運営訓練 

・感染症対策を踏まえた災害対策本部員会議の運営 


